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　英語名を“Patagonian 
cypress”，スペイン語名
を“alerce”と呼ばれる
Fitzroya cupressoides は
チリおよびアルゼンチン
南部に分布するヒノキ科
の高木で，樹高 60 m，直
径 4 mに 達 す る。Fitz-
roya 属の現生種は本種
のみだが，タスマニアで
漸新世の地層から化石種
が見つかっている。ま
た，1993 年 に Science 誌
に発表された論文で，チ
リのアレルセ林で採取さ
れた年輪コア 96 サンプ
ルのうち最も古い個体は
3,613 歳と推定されたこ
と に よ り，bristlecone 
pine（Pinus longaeva） 
に次ぐ長寿命の木として
話題となった。
　良好な状態の alerce
林は南緯 41°～42°の範
囲に残されているが，小
規模な群落はパタゴニア
まで分布している。低地の群落は湿地の周辺で土壌
水分の多いところ，山地の群落は急斜面にほぼ純林
を形成する。前者ではNothofagus nitida および
Podocarpus nubigena を，後者はN. betuloides を伴
う。低地に分布する alerce 林の多くは 17 世紀中頃
から建築材として大量に利用されはじめ，18世紀か
ら 19世紀には伐株だけを残してほとんど消滅して
しまった。現在は約 20,000 ha の alerce 林が残され

ているが，それは本来の
面積の 15％に過ぎない
といわれている。一部で
は私的に保護地を設けて
保全活動を行っている
が，生長が遅いため回復
は難しい。一方で現在で
も盗伐が絶えないし，残
されている大きな伐根を
細かく切り出すなどの利
用が絶えないといわれて
いる。軽いのに耐久性
（特に耐候性）があり，
割裂性がよく加工しやす
いことなど材の優良な特
性が魅力となっているの
だろう。IUCNの red list
では“Extinct”に指定
され，ワシントン条約
（CITES）においても附
属書1に記載されている。
　 チ リ 南 部 の Puerto 
Montt に近いAlerce An-
dino National Park では，
山地型の大小さまざまな
alerce 群落を見ることが

できる。筆者が訪問したときは，残念ながら雨で
あった。掲載した写真は Puerto Montt の北西部に
ある湿地周辺に位置する群落で，樹高は 30 m，直
径は 0.3～0.5 m の alerce で構成されるほぼ純林で
あった。今回の説明には ICUNのホームページ
（http://www.iucnredlist.org/apps/redlist/details/                    
30926/0）を参考にした。

（森林総合研究所　斉藤昌宏）
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　眼で見る世界の森林（5）

太古の森（Alerce forest）
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